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内科領域 におけるBMY-28100の 臨床的検討
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18歳 か ら86歳 までの各種感染症患者29例 に投与 し,そ の臨床効果と副作用について検討した。症

例の内訳は肺炎5例 中著効2例,有 効1例,急 性気管支炎7例 中有効6例,慢 性気管支炎10例 中著

効1例,有 効4例,び まん性汎細気管支炎,気 管支拡張症,膀 胱炎各1例 で,全 例有効,腎 盂腎炎4

例 中著効1例,有 効3例 で,総 投与数29例 のうち21例 が有効以上であり有効率は72.4%で あった。

副作用としては1例 に悪心,食 思不振がみられた。

また好酸球増多が1例,GOT・GPTの 上昇を他の1例 に認めた。
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BMY-28100は ブ リス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社東京研究所で創製された非エステル型抗生物質である。

本剤 はFig.1に 示 す 様 にセ フェム骨 格 の3位 に

I-propenyl基 を有 し,in vitro抗菌 力試験においてグラム

陽性,陰 性菌に対 して広範な抗菌スペク トルを示す。特

にグラム陽性菌に対 しては,強 い抗菌力を示 し,マ ウス

感染防御実験においてもその抗菌活性が確認された1.2)。

また本剤は良好な経口吸収を示 し用 量依存的に高い

血中濃度が得られ,その半減期は約1.2時 間で尿 中には投

与後24時 間で未変化体のまま約80%が 排泄される2)。

今回我々はBMY-28100を 使用する機会を与えられた

ので,4施 設で行われた成績をまとめて報告する。

I. 対 象 と 方 法

1.対 象

昭和62年6月 より昭和62年10月 の間に東京大学医科

学研究所感染症研究部,東 京都老人医療センター感染症

科,横 浜逓信病院内科および同愛記念病院内科に入院ま

たは外来通院 した29例 の感染症患者を対象として,本

剤による治療を行 った。性別は男性11例,女 性18例,

年齢は18歳 か ら86歳 であった。対象疾患は肺炎5例,

急 性気管支炎7例,慢 性気管支炎10例,び まん性汎細

気管支炎,気 管支拡張症,膀 胱炎各1例,腎 盂腎炎4例

であった。

2.投 与方法

BMY-28100を1回250mgま たは500mgを 食後1日2

～4回
,1日 量 として500～1500mgを 経口投与した。

投与期間は3～15日 間で,総 投与量は2250～15000mg

にお よんだ。

3.効 果判定

臨床効果の判定は呼吸器感染症の場合には発熱,咳 噺,

喀痰の量および性状などの臨床症状に加え,胸 部レント

ゲン所見,赤 沈,CRP,白 血球数などの改善から,ま た

尿路感染症の場合には尿沈渣所見,赤 沈,CRP,白 血球

数などの改善から著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

に判定 した。細菌学的効果は消失,減 少,不 変,菌 交代

の4段 階に判定した。

Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.

*東京都墨田区横網2-1-11



VOL. 37 S-3 内科領域におけるBMY-28100の 臨床的検討 235

II. 臨 床 成 績

BMY-28100の 臨 床 成 績 一 覧 表 をTable1に 示 した 。

BMY.28100を 投 与 した29例 の 感 染 症患 者 の 内 訳 は,肺

炎5例 で 著効2例,有 効1例 。 急 性 気 管 支 炎7例 で 有 効

6例,無 効1例 。

慢 性 気 管 支 炎10例 で著 効1例,有 効4例,や や有 効

3例,無 効2例 。 び まん性 汎細 気 管 支 炎,気 管 支 拡 張 症,

膀 胱 炎各1例 で,全 例 有 効 。 腎孟 腎 炎4例 で 著 効1例,

有効3例 で あ り,総 投 与 数29例 の う ち21例 が 有 効 以 上

で あ り有 効 率 は72.4%で あ った 。

ま た本 剤 の1日 投 与 量 別 臨床 効 果 を疾 患 別 にTable2

に示 した。 全体 的 な1日 投 与 量 別 有効 率 は1日500mg投

与 で は3例 中 有 効3例 で100%,1日750mg投 与 で は16

例 中著 効2例,有 効8例 で62.5%,1日1000mg投 与1

例 は有 効 で100%,1日1500mg投 与 で は9例 中 著 効2

例,有 効5例 で77.8%で あ った 。

細 菌 学 的 効 果 に つ い て は,菌 を 分 離 で きた 症 例 は29

症例 中18症 例 で,菌 は22株 検 出 され た。

内訳 は グ ラ ム陽 性 菌 と してStaphylococcus amms 4株,

Streptococcus pneumoniae 4株, Enterococcus faecalis 1株,グ

ラム 陰性 菌 と して はEscherichia coli, Klebsielka pmeumoni-

ae各3株, Haemophilus influenzae 4株, Klebsiella oxytoca,

Serratia marcescms, Xanthomonas maltophilia 各1株 で あ っ

た。S. Pnaumoniae 2株, H. influenzae 3株, K. pneumoniae,

S. maγcescens, X. maltophiilu各1株 はBMY-28100投 与 後

消 失 し,S. aureus, E. faecazis, S. pneumoniae各1株 は菌

量 が 減 少 した。 ま たK. pneumoniae2株S. aums, K. ox-

ytoca, H. influenzae各1株 は 存 続 し,S. aureus 1株 は

Pseudomonas aeruginosaへ,S. pneumonzae 1株 はS. anreus,

またE. coli3株 中2株 はP. aeruginosaへ. 1株 はyeast-iike

organism (YLO)へ と菌 交代 したo

な お,S. ameus1株 は 投 与 後 菌 検 索 が で き な か っ た

ため不 明 と した(Table3)。

副 作 用 は 症 例25に 認 め ら れ た 。 本 症 例 は投 与 翌 日 よ

り,悪 心,食 思 不 振 が 出現 したが 程 度 は軽 く投 薬 は継 続

で きた。7日 間の 投 薬終 了後 速 やか に これ らの症 状 は改

善 してお り,本 剤 に よる もの と思 われ た。 また 臨床 検 査

値 異常 を症 例7と 症 例27の2例 に認 め た 。 症 例7は 好

酸球 増 多(3%→9%)が 出現 した が,そ の後 の 追 跡 は で

きな か っ た。 ま た 症 例27で はGOT,GPTの 上 昇 を認 め

たが,投 与 中止 後11日 目で 正 常 化 した(Table4)。

以下 に 有 効 例 の 中 か ら症 例20と 症 例21に つ い て 簡 単

に説 明 す る。

症 例20:肺 炎(Fig.2)

8日 前 よ り咳,喀 痰 が 出 現 し,胸 部X線 に て左 下 肺 野

に肺 炎 陰影 を認 め た た めBMY-28100を1回250mg1日

3回 経 口投与した。本剤投与の翌々日には咳,喀 痰が消

失 し,7日 目の胸部X線 では左下肺野の肺炎陰影はほぼ

消失 し,白 血球数CRPは 正常化 した。喀痰培養におい

てK. pneumoniae,X. maltoPhilia, s. mamscensが 検 出

されたが,7日 目には消失 していた。以上の結果から本

症例は副作用もなく著効 と判定された。

症例21:肺 炎(Fig.3)

3日 目より38度 の発熱,黄 色痰が出現 した。以前 よ

り慢性気管支炎で急性増悪を反覆 していたが,胸 部X線

にて右 下肺 野 に陰 影 を認 め た ため肺 炎 と診 断 し

BMY-2810oを1回500mg1日3回 経口投与 した。本剤

投与3日 目に解熱,咳 噺,喀 痰などの臨床症状 も改善し,

10日 目の胸部X線 では右下肺野の陰影はほぼ消失 し,

CRPは 正常化 した。喀痰培養においてS.pneumoniaeを 検

出したが,10日 目には消失 していた。以上の結果から,

本症例は著効と判定した。

III. 考 按

今回開発されたBMY-28100は 非エステル型の経ロセ

フェム系抗生剤で,3位 側鎖にpropenyl基 が導入された

結果,本 剤の抗菌スペクトラムは広範で,特 にグラム陽

性菌に対 して強い抗菌力を示す。また本剤を経口投与 し

た際の体内動態は良好で,高 い血中濃度を示す2)。

本剤の臨床例に対する検討では,肺 炎5例,急 性気管

支炎7例,慢 性気管支炎10例,び まん性汎細気管支炎,

気管支拡張症,膀 胱炎各1例,腎 孟腎炎4例 であり,総

症例数29例 のうち著効4例,有 効17例,や や有効3例,

無効5例 で,有 効率は72.4%で あった。

細菌学的検討では18症 例22株 が分離 されS. aureus,

K. oxyEoca, H. influeuzae各1株,K. Pneumoniae2株 が

存続 し,S. aureus, YLO各1株,P.aeruginosa3株 が投

与後出現した。

また投与終了後の菌検索が実施できなかったs. au-

reusは不明で,消 失率は61.9%で あ った。

本剤の投与量については比較的症例の多い慢性気管支

炎での有効率は,1日750mg投 与では6例 中有効2例 で

33.3%,1日1500mg投 与では4例 中著効1例,有 効2

例で75.0%で あった。また肺炎での有効率は1日750mg

投与 では2例 中著効1例 で50。0%,1日1500mg投 与で

は3例 中著効1例,有 効1例 で66.7%で あ り,慢 性呼吸

器感染症や肺実質感染症には1日750mg投 与では効果は

不十分で,や はり1日1500mg投 与が必要と思われた。

しか し,急 性気管支炎では1日750mg投 与 でも有効率

83.3%,尿 路感染症では投与量を問わず全例有効以上で

あり経口抗菌剤としては高い有効率が得られた。

副作用としては1例 に悪心,食 思不振がみられたが軽

度でそのまま投与を継続 した。
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Table 1-1. Summary of clinical investigation of  RTI cases treated with BMY-28100

N F: normal flora N D: not done RTI: respiratory tract infection
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Table 1-2. Summary  -of clinical investigation of RTI cases treated with BMY-28100

N F: normal flora RTI: respiratory tract infection

N D: not done COPD: chronic obstructive pulmonary disease

Table 1-3. Summary of clinical investigation of UTI cases treated with BMY-28100

N F: normal flora D M diabetes mellitus

N D not done YLO: yeast-like organism

UTI: urinary tract infection
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Table 2. Clinical efficacy of BMY-28100

Table 3. Bacteriological response to BMY-28100 treatment
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Table 4-1. Laboratory findings before and after administration of BMY-28100
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Table 4-2. Laboratory findings before and after administration of BMY-28100
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BMY-28100 250mg×3/day×7 days(p.o.)

Fig. 2. Case no. 20, 85 y, male, pneumonia.

BMY-28100 500 mg •~ 3/day •~ 10 days (p.o.)

BT

BT: body temperature

Fig. 3. Case no. 21, 55 y, male, pneumonia (chronic bronchitis).
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臨床検査では1例 にGOT・GPT上 昇がみられたが,

本剤投与終了後正常に復 した。また他の1例 に好酸球増

多がみられたがその後の追跡調査は実施 しなかった。

以上の成績より,本 剤は急性呼吸器感染症および尿路

感染症はいうまでもな く,投 与量を増すことにより慢性

気道感染症においてもかなりの効果が期待でき,副 作用

も少なく,内 科領域感染症に対する高い有用性が期待で

きる薬剤と考えられた。
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BMY-28100 was studied for its clinical efficacy and adverse effects.

Clinical evaluation was carried out in 29 patients ( pneumonia 5 cases, acute bronchitis 7, chronic bronchitis 10,

bronchiectasis 1, diffuse panbronchiolitis 1, pyelonephritis 4, chronic cystitis 1). Response was excellent in 4 and good in 17

cases with an efficacy rate of 72.4%.

As adverse reactions, nausea and anorexia were observed in one case. As laboratory findings, slight elevation of GOT, GPT

was observed in one case.


